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第59回はたらく女性の茨城県集会
日時 ７月27日（土）　９：30～
会場 自治労会館（水戸市桜川2－3－30）
内容 ・講演「今、はたらく女性の健康と安全が危ない」
 　講師：山田　厚・全国労働安全衛生研究会代表
 ・分散会（軽食をいただきながら）

人
勧
期
・
参
院
選
に
全
力
を

ま
き
こ
」
へ
の
万
全
の
支
援

を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
機
関
運
営
、
組

織
強
化
の
た
た
か
い
、
賃

金
・
労
働
条
件
改
善
の
た
た

か
い
、
統
一
自
治
体
選
挙
の

取
り
組
み
な
ど
の
活
動
経
過

を
君
和
田
書
記
長
が
報
告
し

た
あ
と
、
質
疑
は
な
く
、
経

過
報
告
は
全
体
の
拍
手
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
①
２
０
１
８
自
治

体
確
定
闘
争
総
括
（
案
）、

②
２
０
１
９
春
闘
中
間
総
括

（
案
）、
③
当
面
の
闘
争
方

針
（
案
）、
④
２
０
１
９
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
案
）、
⑤
役
員
推
薦
委
員

の
選
任
、
⑥
自
治
労
本
部
大

会
代
議
員
の
承
認
、
⑦
県
本

部
役
員
任
期
２
年
の
規
則
の

会
議
冒
頭
、
千
歳
委
員
長

は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
連
合

の
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

に
つ
い
て
触
れ
、「
２
％
を

超
え
た
賃
上
げ
の
成
果
を
確

実
に
人
事
院
勧
告
の
引
き
上

げ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
」
と
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
関
連
法
施

行
に
伴
う
時
間
外
労
働
縮
減

へ
の
対
応
強
化
、
来
年
４
月

の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

移
行
に
向
け
た
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
処
遇
改
善
と
組
織

化
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
強
権
的
政
治
状

況
を
変
え
る
必
要
性
を
強
調

し
、
参
院
選
の
取
り
組
み
に

向
け
県
本
部
が
推
薦
決
定
し

た
茨
城
選
挙
区
は
「
お
ぬ
ま

た
く
み
」
、
比
例
区
は
「
岸

県
本
部
第
２
回
中
央
委
員
会

　
県
本
部
は
６
月
　
日
、
自
治
労
会
館
で
第
２
回
中
央
委
員
会
を
開
き
、
人
勧
期
に
向
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け
た
闘
い
・
男
女
平
等
参
画
推
進
の
取
り
組
み
な
ど
当
面
の
闘
争
方
針
や
自
治
労
本
部

大
会
代
議
員
の
承
認
、
第
４
次
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計
画
の
総
括
・
第
５

次
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計
画
な
ど
８
つ
の
議
案
を
圧
倒
的
多
数
で
決
定
し

ま
し
た
。

一
部
改
正
（
組
織
討
議

案
）、
⑧
「
第
４
次
組
織
強

化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計

画
総
括
」・
新
「
組
織
拡
大

ア
ク
シ
ョ
ン
　
」
の
総
括
と

２１

「
第
５
次
組
織
強
化
・
拡
大

の
た
め
の
推
進
計
画
」（
討

議
案
）
の
８
本
の
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
組
織
討
議
案

と
な
っ
て
い
る
「
県
本
部
・

単
組
の
組
織
強
化
、
活
動
の

強
化
を
は
か
る
観
点
か
ら
、

県
本
部
在
籍
役
員
任
期
を
２

年
と
す
る
」
規
則
改
正
に
つ

い
て
、
水
戸
市
職
の
照
山
中

央
委
員
か
ら
「
改
正
の
方

法
」
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

「
県
本
部
規
約
に
従
い
、

改
正
の
方
法
な
ど
も
今
後
協

議
す
る
」
と
す
る
執
行
部
答

弁
の
あ
と
、
全
議
案
を
拍
手

多
数
で
決
定
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
千
歳
委
員
長
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

三
唱
、
当
面
す
る
人
勧
期
闘

争
、
参
院
選
に
全
力
を
挙
げ

る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

団結ガンバローで当面する闘いへの決意を固めた県本部第２回中央委員会

県本部中央委員会で決定された全議案
◆第１号議案・2018自治体確定闘争総括　◆第
２号議案・2019春闘中間総括　◆第３号議案・
当面の闘争方針　◆第４号議案・2019年度一般
会計補正予算　◆第５号議案・役員推薦委員の
選任について　◆第６号議案・自治労本部大会
代議員の承認について　◆第７号議案・規則・
規程の一部改正について（討議案）　◆第８号議
案・「第４次組織強化・拡大のための推進計
画」・新「組織拡大アクション21」の総括と「第５
次組織強化・拡大のための推進計画」（討議案）

第
　
回
参
議
院
選
挙
　
自
治
労
茨
城
県
本
部
推
薦
候
補
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第
一
声

参
議
院
茨
城
選
挙
区
候
補
者

お
ぬ
ま
　た
く
み

プロフィール
生年月日 1985年12月21日（33歳）
出　　身 茨城県鉾田市
経　歴　等 経済産業省職員、ボストン・コンサル

ティング・グループ勤務
学　歴　等 鉾田市立上島小、私立清真学園中、私立

清真学園高校ではラグビー部、早稲田大
学政治経済学部卒業。早稲田大学では
雄弁会幹事長。タフツ大学フレッチャー
法律外交大学院国際ビジネス学修了。

事　務　所 水戸市千波町2067－5

参議院全国比例区候補者

岸　まきこ
プロフィール
1976年　北海道岩見沢市（旧栗沢町）生まれ、町立

栗沢小学校/栗沢中学校卒業
1994年　北海道岩見沢緑陵高等学校商業科卒業後 

旧栗沢町役場入職（現岩見沢市）
2004年　自治労北海道空知地方本部女性部長、自

治労北海道空知地方本部書記次長・書記
長・副執行委員長歴任、2013年 自治労中
央本部法対労安局長・組織対策局長

2017年　自治労特別中央執行委員（組織対策担当）
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最高保障額

4,200万円風水害などの場合
最高保障額

1,800万円地震などの場合

最高限度口数

住宅400口
＋

家財200口
でご加入の場合

突風・台風・豪雨・洪水・雪崩・高波など 地震・噴火・津波など

ご不明な点があれば、まずは組合にご連絡ください。
ご契約にあたってはパンフレットをご覧ください自治労共済本部

全 日 本 自 治 体 労 働 者 共 済 生 活 協 同 組 合

全国労働者共済生活協同組合連合会

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざしています。
出資金をお支払いいただいて組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

自然災害への
力強い備え

火災共済と一緒にご加入ください！
で手厚く保障します！の 5118B009

経
済
事
件
を
そ
れ
な
り
に

取
材
し
て
き
た
が
、
さ
す
が

に
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
威
力

業
務
妨
害
事
件
で
、
妨
害
さ

れ
た
「
業
務
」
に
実
態
が
な

く
自
作
自
演
だ
っ
た
疑
い
が

浮
か
ん
だ
か
ら
だ
。

驚
愕
（
が
く
）
の
展
開
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
連
帯
ユ

ニ
オ
ン
・
関
西
生
コ
ン
支
部

を
め
ぐ
る
宇
部
三
菱
Ｓ
Ｓ
事

件
の
公
判
で
あ
る
。
起
訴
状

に
よ
る
と
、
　
年
　
月
　
～

17

12

12

　
日
、
関
生
支
部
役
員
・
組

13合
員
ら
が
共
謀
し
て
セ
メ
ン

ト
輸
送
会
社
の
業
務
妨
害
を

企
て
、
宇
部
三
菱
Ｓ
Ｓ
（
Ｓ

Ｓ
は
セ
メ
ン
ト
の
貯
蔵
出
荷

基
地
）
付
近
で
、
セ
メ
ン
ト

運
搬
車
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
な
ど
し
て
Ｓ
Ｓ
へ
の
出
入

り
を
阻
ん
だ
。

当
時
、
関
生
支
部
と
全
港

湾
大
阪
支
部
は
、
セ
メ
ン

ト
・
生
コ
ン
輸
送
の
運
賃
引

き
上
げ
な
ど
を
求
め
近
畿
一

円
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
っ
て

お
り
、
宇
部
三
菱
Ｓ
Ｓ
で
の

組
合
員
ら
の
行
動
は
、
ス
ト

へ
の
協
力
を
求
め
る
説
得

だ
っ
た
。
同
事
件
で
は
、
　18

年
９
月
か
ら
　
人
が
逮
捕
さ

20

れ
、
組
合
員
７
人
、
役
員
ら

３
人
が
威
力
業
務
妨
害
罪
で

起
訴
さ
れ
て
い
る
。

５
月
　
日
、
事
件
の
第
３

22

回
公
判
が
大
阪
地
裁
で
開
か

れ
、
宇
部
三
菱
セ
メ
ン
ト
の

専
属
輸
送
会
社
・
植
田
組
の

総
務
担
当
Ｅ
氏
が
検
察
側
証

人
と
し
て
出
廷
。「
真
実
を

話
す
」
と
宣
誓
し
た
上
、
当

日
起
き
た
こ
と
を
告
白
し

た
。被

告
（
組
合
側
）
弁
護
人

が
、
Ｓ
Ｓ
か
ら
出
る
車
を
特

定
し
「
ど
こ
へ
行
く
予
定

だ
っ
た
か
」
と
問
う
と
、
Ｅ

氏
は
「
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

か
っ
た
」
な
ど
と
証
言
。
ス

ト
が
あ
る
と
知
れ
渡
り
注
文

が
ほ
ぼ
途
絶
え
る
な
か
、

「
行
先
不
明
の
車
両
」
が
Ｓ

Ｓ
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
「
業
務

妨
害
」
の
模
様
を
撮
影
す
る

た
め
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。威

力
業
務
妨
害
罪
で
い
う

業
務
と
は
、
「
広
く
職
業
そ

の
他
継
続
し
て
従
事
す
る
こ

と
を
要
す
べ
き
事
務
ま
た
は

事
業
」（
最
高
裁
判
例
）
と

さ
れ
る
。
セ
メ
ン
ト
な
ど
の

運
送
は
も
ち
ろ
ん
「
業
務
」

だ
が
、
労
働
組
合
を
陥
れ
る

た
め
に
行
先
未
定
の
車
を
出

入
り
さ
せ
る
自
作
自
演
が
、

法
で
保
護
す
べ
き
「
業
務
」

に
あ
た
る
と
は
考
え
難
い
。

関
生
支
部
の
運
動
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
評
価
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は

同
支
部
の
方
針
で
も
戦
術
で

も
な
い
。「
こ
し
ら
え
ら
れ

た
事
件
」
で
組
合
を
つ
ぶ
し

て
い
い
の
か
と
い
う
、
憲
法

　
条
に
関
わ
る
問
題
だ
。

28
逮
捕
、
起
訴
の
規
模
に
比

べ
、
当
局
べ
っ
た
り
の
産
経

新
聞
を
除
い
て
事
件
の
報
道

は
少
な
い
。
発
表
垂
れ
流
し

を
慎
む
見
識
も
わ
か
る
が
、

綻
び
始
め
た
起
訴
状
ス
ト
ー

リ
ー
の
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク

に
踏
み
出
す
時
で
は
な
い

か
。

ジャーナリスト

北　健一

業
務
妨
害
は「
自
作
自
演
」？

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
仰

東
海
村
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
松
﨑
　
真
吾

副
執
行
委
員
長
　
宮
河
　
哲
也

副
執
行
委
員
長
　
三
瓶
　
裕
美

書
　
記
　
長
　
浅
野
進
太
朗

書
　記
　次
　長
　
草
山
　
尚
拓

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
亮
一

　
　
〃
　
　
　
大
杉
　
美
香

　
　
〃
　
　
　
鶴
田
真
維
子

　
　
〃
　
　
　
川
上
み
ね
子

　
　
〃
　
　
　
所
　
　
壮
登

　
　
〃
　
　
　
片
野
　
智
康

　
　
〃
　
　
　
古
川
　
智
美

　
　
〃
　
　
　
津
田
　
智
子

　
　
〃
　
　
　
田
村
　
俊
充

　
　
〃
　
　
　
稲
田
　
昌
俊

執
　行
　委
　員
　
藤
沼
　
涼
子

　
　
〃
　
　
　
山
本
三
千
代

高
萩
市
役
所
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
圷
　
　
栄
樹

副
執
行
委
員
長
　
鈴
木
　
　
亨

副
執
行
委
員
長
　
赤
津
　
誠
二

副
執
行
委
員
長
　
加
藤
　
　
陽

書
　
記
　
長
　
鈴
木
　
秀
教

書
　記
　次
　長
　
玉
木
　
雄
貴

執
　行
　委
　員
　
矢
代
　
拓
海

　
　
〃
　
　
　
斎
藤
真
理
子

　
　
〃
　
　
　
佐
藤
　
佑
介

　
　
〃
　
　
　
鈴
木
　
聖
太

　
　
〃
　
　
　
白
土
　
由
佳

　
　
〃
　
　
　
飯
田
　
彩
花

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
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医
医
医
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医
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医
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檄
本日、第25回参議院選挙が公示され、闘いの幕が開けた。今回の参院
選は、立憲主義否定・民意軽視の自民党・「安倍一強」政治から、民主
主義を取り戻す闘いである。
安倍政権・自民党は、経済政策「アベノミクス」の６年間の実績とし

て、雇用の改善や過去最高の国民総所得などの実績を強調し、アベノミ
クスへの批判をかわすために、「景気回復は続いている」と強弁し続けて
いる。しかし、立憲民主党をはじめとする野党が指摘しているとおり、
実質賃金の低下が家計を圧迫し、経済の最大のマイナス要因になってい
ることは明らかである。なおかつ、金融庁の金融審査会報告書をめぐる
老後資金２千万円問題を発端に、国民の年金不安が一気に高まってい
る。
また、沖縄・辺野古新基地建設や「イージス・アショア」配備計画な

ど、政府の対応は民意を無視し、民主主義を否定するものにほかなら
ず、到底認められるものではない。
そのような中、安倍首相は「憲法議論を進めるか否か参院選で問う」

と明言しており、自民党が提示している９条への自衛隊明記など４項目
の改憲に強い意欲を示している。
こうした政治の危機的状況を前に、生活者・働く者に軸足をおく立憲

民主党を中心とする野党は、この間、共闘体制を進めてきた。参院選で
野党に議席を取り戻し、自民党など改憲勢力の３分の２の議席確保を、
何としても阻止する必要がある。自治労としても、国民多数に対応した
「中道」「リベラル」勢力の拡大にむけ、最大限、力を尽くしていかな
ければならない。
また、自治労の「力」が問われているのが、この参院選である。私た
ちは組織の存亡をかけ、全力をあげて取り組み、自治労の代表として組
織内候補である「岸まきこ」（比例代表）と「西田一美」（奈良選挙
区）の必勝、そして支援する全ての候補の勝利を勝ち取らなければなら
ない。
とくに、比例代表である「岸まきこ」必勝にむけた取り組みは、極め

て重要である。しかし、取り組みは遅れており、支持者拡大は極めて不
十分な状況にある。支持者の数は、すなわち自治労の団結の強さそのも
のを示す。自治労の存在と社会的評価、政治的影響力を維持し、地域公
共サービス労働者の権利を守り、現場の意見、怒りの声を国政の場に届
けていくには、何としても、自治労の代表「岸まきこ」の圧倒的な勝利
を勝ち取らなければならない。
立憲民主党をはじめ、野党を取り巻く情勢は厳しく、現状のままでは

「岸まきこ」の当選も予断を許さない状況にある。今こそ、組合員一人
ひとりが確実に行動を起こす時だ。
「岸まきこ」必勝にむけ、ともに頑張ろう！

　2019年７月４日

全日本自治団体労働組合　　
中央執行委員長　　川本　淳


